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Ⅰ 研究主題設定の理由 

 今日の社会状況の変化として、技術の発達・物質的飽和社会・情報の氾濫・核家族化・少子

高齢化・人間関係の希薄化などがあげられる。また、生徒の実態としては、作図や図の読み取

りが苦手である生徒、実体験が少ない生徒、生活が便利になり、技術に疑問をもたずに生活を

送っている生徒、そして自分の考えが整理できず、思ったことを伝えることが容易でない生徒

も決して少なくないと言える。しかし一方では、作業が好きであり、新しいことに高い興味・

関心を示している生徒もいる。

 ２１世紀は、「知識基盤社会」の時代であると言われている。PISA 調査などの各種結果から、

現在の日本の生徒については、例えば、思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題、

知識・技能を活用する問題に課題が見られるところである。これらの調査等の結果を踏まえて、

平成２０年３月告示の学習指導要領（以下、学習指導要領という。）の改訂の背景の一つに、知・

徳・体のバランスとともに、基礎的・基本的な知識・技能、思考力・判断力・表現力等及び学

習意欲を重視し、これらを調和的に育むことが必要であるとされている。

 本研究では、技術分野の学習指導要領の目標を踏まえ、目指す生徒の姿として、技術を適切

に評価し、主体的に活用できる生徒、最適解を判断でき、自分の考えを伝え、協調性をもって

作業できる生徒の育成を目指した。

 目標の達成のために、本研究では言語活動を取り入れ、思考力・判断力・表現力等を育む学

習活動の充実を図れば、生徒は工夫して創造する喜びを実感し、技術を適切に評価し、主体的

に活用できる力が身に付くと考え主題を設定した。

Ⅱ 研究の視点 

学習指導要領では、言語を豊かにし、論理的思考や生活の課題を解決する能力を育む視点の

充実と、技術と社会・環境とのかかわり、エネルギー、生物に関する内容の改善・充実が求め

られている。

これまで、本教科では、指導内容の特質として、生活における課題を解決するために、言葉

だけでなく、設計図や献立表といった図表及び衣食住やものづくりに関する概念などを用いて

考えたり、説明したりするなどの学習活動を展開してきた。

本研究では、こうした活動をより充実させ本教科の目標に迫るために、技術を適切に評価し、

主体的に活用できる生徒の育成を目指した。言語活動を重視した指導の工夫を主眼に、指導計

画・展開とワークシートの工夫を行った。

「技術を適切に評価し、主体的に活用できる生徒」とは、様々な制約条件下でも、技術と社

会・環境との関わりや、エネルギー等を適切に評価し、自ら最適解を判断できる能力を身に付

けた生徒である。

また、言語活動とは、他者とのコミュニケーション活動と、教科特有の言語を用いた知的活

動であることから、言語活動そのものが目的ではなく、教科のねらいを一層定着させる学習活

動の手段であることに留意しなければならない。これらを踏まえ、「比較・検討」「意見交換」

「再度技術を活用」に重点を置き、言語活動の学習場面を意図的、計画的に設定した。
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Ⅲ 研究の仮説 

 本研究では、今日の様々な社会的変化の中で生活している生徒の実態を踏まえ、学習指導要

領の目標、本教科の目標に迫るために、以下のような仮説を立てた。

ものづくりにおける様々な課題を解決するための体験的な学習活動を通して、製図やプログ

ラミングのような教科特有の言語で表現したり、ワークシートに自分の考えをまとめた上で他

者との意見交換をしたりするなどの言語活動を充実させれば、実践的な思考力・判断力・表現

力等が向上するものと考えた。

また、このような言語活動を通すことによって、自らの考えを再検証し、基礎的・基本的な

知識及び技能を習得し、技術を適切に評価し最適解を判断し、主体的に活用できる力が身に付

くであろうと考えた。

Ⅳ 研究の方法 

１ 基礎研究 

まず、技術分野における言語活動の指導の現状及び先行研究を調査し整理した。言語活動に

は「話し合い（教え合い）活動」、「かく活動」、「発表活動」等の様々な形態がある。それらを

目的に応じて使い分け、指導に取り組むことが重要であることを明らかにした。技術分野の「か

く活動」では、設計図やプログラム等も広い意味で「言語」と捉えられている。構想や設計、

手順等を表現し、他者に伝えるための手段としてこれらをかく能力も、重視すべきである。

２ 検証授業の実施 

（１）指導計画・展開の工夫 

言語活動を重視して実践的な思考力・判断力・表現力等を育む学習活動の充実を図るため

の指導計画を検討した。生徒の学習の流れと発達段階を考慮しながら、言語活動を指導計画

のどの部分に組み込んでいくとより有効な指導になるかを検討した。

また、授業の展開の中で「比較・検討」、「意見交換」、「再度技術を活用する」場面を設定

した。

（２）ワークシートの工夫 

ワークシートに次の工夫をした。

・まず、自分の考えを表す部分 

・他者の意見を表す部分 

・比較・検討し再度考えを表す部分 

これらにより、自らの思考の変容が表れる様式をつくり使用した。 

３ 検証 

授業中の活動状況とワークシートの記述を評価し、目標を明確にした言語活動の結果を通し

て、目標の達成状況を検証した。実践的な思考力・判断力・表現力等が向上したかという視点

で、変容が見られたか、最適解を判断できたかを検証した。ワークシートの記述の質的、量的

な変化を読み取り、その変化から、技術を適切に評価し、主体的に活用できる力が身に付いた

かを検証した。 
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目指す生徒の姿 

² 技術を適切に評価し、主体的に活用できる生徒  
・最適解を判断できる  ・自分の考えを伝え、協調性をもって作業できる  

研究主題 
ものづくりを支える能力を育むための 

言語活動を重視した指導の工夫 

研究仮説 

体験的な学習活動を基に、話し合い活動や発表等の言語活動を行えば、実践的な思考力・判断力・表現

力が高まり、技術を適切に評価し、主体的に活用できる力が身に付くであろう。 

技術・家庭科の目標 

生活に必要な基礎的・基本的な知識及び技術の習得を通して、生活と技術とのかかわりについて

理解を深め、進んで生活を工夫し創造する能力と実践的な態度を育てる。  

技 術 分 野 

ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して、材料と加工、エネルギー

変換、生物育成及び情報に関する基礎的・基本的な知識及び技術を習得するととも

に、技術と社会や環境とのかかわりについて理解を深め、技術を適切に評価し活用

する能力と態度を育てる。 

教育基本法・学校教育法改正の改正  

教育理念の明確化、学力要素の規定  

社会の状況  
・技術の発達 ・物質的飽和社会 
・情報の氾濫 ・人間関係の希薄化  
・核家族化、少子高齢化  

生徒の実態 

・ものづくりが好き  ・新しいことに興味・関心を示す  
・課題意識を持たない ・思考を避けて、安易に正解を求めようとする  
・自分の考えを図に表すことができない ・ものづくりの体験が乏しくなり、工夫しない  
・他者と積極的に協力して作業をしない 
・技術に疑問を持たないまま、日常生活を過ごしている 

～ 具体的な手だて ～  

比較・検討 

意見交換 

再度技術を活用 
体験的な 

学習活動  

 ○ 実 践 的 な 思 考

力・判断力・表

現力等の向上 
○ 主 体 的 に 評 価

し、活用する力

が身に付く  

Ⅴ 研究構想図 
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Ⅵ 指導実践事例① 

第２学年 技術・家庭科学習指導案 

１ 題材「簡単なプログラムを作成しよう」 

技術分野 Ｄ 情報に関する技術 （３）プログラムによる計測・制御  
 

２ 題材の目標 

（１）意欲的にプログラムを作成し、新しい発想を生み出し活用しようとする。  
【関心・意欲・態度】  

（２）目的や条件を明確にし、様々な処理手順を比較・検討した上で最適な方法を見出せる。 
【工夫・創造】 

（３）目的を達成するプログラムを作成できる。  【技能】 
（４）基本的な情報処理の手順・知識を身に付ける。 【知識・理解】 

３ 評価規準 

 ア 生活や技術への 
関心・意欲・態度 

イ 生活を工夫し 
創造する能力  

ウ 生活の 
技能 

エ 生活や技術につ

いての知識・理解 

題材の 
評価規準  

情報に関する技術に関わ

る倫理観を身に付け、知的

財産を創造・活用しようと

している。 

目的や条件に応じ

て情報処理の手順

を工夫している。 

簡単なプロ

グラムを作

成できる。  

情報処理の手順

の知識を身に付

けている。 

４ 指導観 

（１）内容観 
コンピュータ制御技術は、私たちの日常的な生活の中で多く見られるようになり、様々な電

気機器において、コンピュータ制御技術は切っても切れないものになっている。そのため、コ

ンピュータによる計測・制御の仕組みや情報処理の手順を理解し、それらを工夫して問題を解

決する能力を身に付けることは、豊かな生活を目指し主体的に活動するためには必要不可欠で

あると考える。

また、ものづくりを支える能力を育成する観点から、実践的・体験的な学習活動を通して、

自分の考えを整理し発信し、また自分に必要な情報を捉え、適切に評価し活用する能力と態度

を身に付けていくことは大切であると考える。さらには、個々の目的に応じたプログラムを作

成し、電気機器を制御し、課題を解決させる喜びを体験させることで、ものづくりに対しての

関心を高めることも大切であると考える。

（２）生徒観 
生徒の授業態度は落ち着いていて、作業などには、集中して取り組めている。コンピュータ

操作の能力も高く、コンピュータに対する関心・意欲も高い。これまでの授業でもコンピュー

タを使ったいろいろな活動に積極的に取り組めている。また、今回の教材で使用するワークシ
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ートに記載されている、情報処理の手順を学習していく上で設定されたそれぞれの課題につい

ても、ほとんどの生徒が主体的に取り組めている。

しかし、木材を中心とした材料加工や、エネルギー変換を利用した製品の製作といった『も

のづくり』に積極的に取り組んできたため、論理的な思考力が必要なプログラムの作成には興

味がわきにくい可能性がある。また普段の生活で、自分の考えを述べたり、他者の考えを読み

取ったりといったコミュニケーション活動が少々苦手である。つまり、個人で取り組むことは

得意だが、グループなどの集団で取り組むことにはやや不得意である。

（３）題材観 
プログラムによるコンピュータ制御を体験的しながら学習するため、フルカラーLED とメロ

ディ、そして音・光・温度・タッチの４種類のセンサを専用ソフトウェアでプログラム制御す

る『プログラム制御電子クロック』を教材にし、実際の生活の中の課題を解決するためのプロ

グラム作成に取り組む。

この学習は、プログラム言語の習得ではなく、“課題を解決させる手順”として、『順次処理』

『反復処理』『分岐処理』の情報処理の手順を学習させることを重視する。

授業の展開としては、課題について、自分の考えをフローチャートで整理しまとめ発表させ

る。そして他の生徒の発表を聞き、グループで最適な考えをまとめ発表させる。全体の発表が

終わったところで、課題を解決する最適解をまとめる。

これらの学習を通して、情報処理の手順の学習を深めるとともに、課題を解決する能力の育

成を目指す。

５ 題材の指導計画と評価計画 （９時間扱い）     言語…言語活動 

指導項目  時
間  学習活動・内容  評価規準  評価方法  

ププ ロロ ググ ララ ムム
の基本 

１  ・身の周りのコンピ
ュータ制御につ
いて考える。  

・コンピュータ制御
の機械的な部分
とプログラムと
いう２つの要素
について考える。  

 言語 

・身の周りの家電にコンピュータが利用
されていることに興味や関心をもち調
べようとしている。          【関 1】  

・フローチャートでのプログラミングが
できる。                   【技 1】  

・フローチャートのプログラム方法につ
いて理解している。          【知 1】  

観察 
テキスト  
 

順 次 処 理 のの
プログラム  

１  ・課題に取り組むこ
とによって順次
処理の仕組みを
理解する。  

 

・家電に使われる順次処理プログラムに
ついて興味や関心をもち調べようとし
ている。                   【関 2】  

・順次プログラムを作成できる。【技 2】  
・センサの使い方を理解している。 

【知 2】  
 

観察 
テキスト  
作品 

反 復 処 理 のの
プログラム  

１  ・課題に取り組むこ
とによって反復
処理の仕組みを

・家電に使われる反復処理プログラムに
ついて興味や関心をもち調べようとし
ている。                   【関 3】  

観察 
テキスト  
作品 
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理解する。  
 

・反復プログラムを作成できる。 【技 3】  
・反復プログラムを理解している。  

【知 3】  
 

分 岐 処 理 のの

プログラム  
１  ・課題に取り組むこ

とによって分岐
処理の仕組みを
理解する。  

 

・家電に使われる分岐処理プログラムに

ついて興味や関心をもち調べようとし
ている。                   【関 4】  

・分岐プログラムを作成できる。【技 4】  
・分岐プログラムを理解している。  

 【知 4】  
 

観察 
テキスト  
作品 

課 題 に 応 じじ
たた ププ ロロ ググ ララ
ムの作成  
（ 課 題 を ２２

種類扱う）  
本時２／２   

２  ・課題を解決する方
法を考える。  

・いろいろな考えと
比較する。  

・最適なプログラム
を検討する。 

  言語 

・意欲的に話し合いをし、プログラムを
よりよいものにしようと積極的に取り
組む。                 【関 5】  

・目的、条件に応じて工夫している。  
【工 5】  

・情報処理の手順を利用し、プログラム
を作成できる。           【技 5】  

 

観察 
作品 
ワーク  

シート   

自 分 の 課課 題題
に 応 じじ たた ププ

ロロ ググ ララ ムム のの
作成 

３  ・自分の課題を解決
する方法を考え

る。 
・自分の課題に応じ

たプログラムを
作成する。  

・プログラムをよりよいものにしようと
積極的に取り組む。          【関 6】  

・目的、条件に応じて工夫している。  
【工 6】  

・情報処理の手順を利用し、プログラム
を作成できる。            【技 6】  

 

観察 
作品 
ワーク  

シート   

６ 研究主題との関わり 

与えられた課題を解決するための体験的な学習活動を通して、まずは自分の考えをフローチ

ャートで整理しまとめ、発表させる。そして他の生徒の発表を聞き、自分の考えと比較・検討

し、自己評価・相互評価などを行えば、思考力・判断力・表現力等が向上するものと考えた。

また、このような言語活動を通して、自らの考えを再検証し、情報処理の手順を習得し、再度、

技術を活用することで、工夫し創造する喜びを体験的に味わえ、技術を適切に評価し最適解を

判断し、主体的に活用できる力が身に付くであろうと考えた。

７ 本時 

（１）本時の目標 

 ・積極的にプログラムを作成し、グループで協力的、意欲的に話し合いを行い、新しい発想

を生み出し活用する。                          【関心・意欲・態度】 
・様々な処理手順を比較・検討した上で最適な方法を工夫・決定できる。   【工夫・創造】 
・情報処理の手順を利用し、プログラムを作成できる。              【生活の技能】 
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（２）本時の展開  
時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項  評価内容と方法  

導入 
５分 

○課題を確認する。

○本時の目標を知る。
 

・解除されていないセキュリティー
プログラムを示して、解除の必要
性について全体に発問する。

・板書で目標を明示する。 

 

展開 

 
４０分   

○「発表しよう」 
・前時に各自で作成したセキ

ュリティー解除プログラ
ムを、各班で発表する。  

・班員の発表を聞いて、自分
の考えと比較し、気づいた

ことをまとめる。         
    比較・検討  

・発表時間１分で、フローチャート
で説明させる。
発表のポイント  
★工夫したところ 
★なぜそうしたのか、その理由 

・ワークシートに記入させる。
 記入のポイント  
★ 自分が活用していない「情報

処理の手順」など。
 

 

○「考えをまとめよう」  
・班で考えをまとめる。 
       意見交換  
 
・班でセキュリティー解除プ

ログラムを作成する。  
・班の代表が班のセキュリテ

ィー解除プログラムを全
体で発表する。

・よかったところを発表す
る。 

 

・班長を中心に相談させ、班長の PC
を使い作成させる。その際、班員
のプログラムのよかった点を取

り入れさせる。
・班長が実際にプログラム制御電子

クロックにプログラムを転送さ
せたものを使って発表させる。

・他の班の発表を見て、よかったと
ころを発表させる。 

・【関５】 
観察 

・【工５】 
ワークシート  
作品 

 

○「最適なプログラムを作成

しよう」  
・各自のセキュリティー解除

プログラムを工夫・改善す
る。 

 再度技術の活用  
 

・ワークシートに改善させたプログ

ラムを記入させる。
 

・【技５】 
 ワークシート  

まとめ  
５分 

○次回の予告 ・一斉説明する。  
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８ 本時で使用したワークシート 

 
①自分の考えをフローチャートで表現できること。（※１）  
②自分の考えと他者の考えを比較し、まとめることができること。（※２、３） 
③自分の考えを再度検討し、最適な考えを記入できること。（※４） 

９ 成果と課題 

（１）生徒の変容（『はじめの案』から『最終案』への変容）  

 

A さん 
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 A さんについては、『はじめの案』で、順次処理の「SW を押すまで停止」としていたが、

班員が分岐処理を活用しているのを見て、分岐処理「SW＝OFF」に変更した。

 B さんについては、『はじめの案』で、分岐処理の「SW＝OFF？」のみとしていたが、班

員や他の班の発表を見て分岐処理と反復処理を合わせたプログラムに変更した。しかしプロ

グラミング上、不可能なプログラムと気が付くことになる。  

（２）検証結果 

 本授業では、ワークシートにフローチャートを使い自分の考えをまとめさせることができ

た。これは、前段階で、図記号や順次処理、反復処理、分岐処理の学習を十分に行っていた

ためできたのだと考えられる。また他者のフローチャートをみて、自分の考えと比較できた

のも基礎学力が身に付いていたためである。

他者の考えを、フローチャートを見るこ

とで理解でき、その上で個々が意見を述べ

ることができたので、班の考えをまとめる

ときに、協力的、意欲的に意見交換がしっ

かり行えた。

そして、話し合いがしっかりとできてい

たため、班の考えを発表するとき、担当者

がそのプログラムの意図するところや工夫

したところなどを的確に全体に伝えられて

いた。以上のことで、本授業で、実践的な

思考力・判断力・表現力等が向上した。 

B さん 
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さらに、班員や他の班の考えを見ることによって、比較・検討し、新しい発想を生み出し、

自らの考えを再検証し、今まで身に付けた基礎的・基本的な知識を主体的に再活用し、最終

案として最適解を判断できた。

（３）課題 

 こちらが設定した課題を、解決するための話し合いなどの言語活動を充実させるためには、

今回のように事前の学習でフローチャートの図記号や情報処理の手順などの基礎的・基本的

な知識を習得していなければならない。しかし、それらを習得していない生徒のために、自

分の考えを『言葉』で表現できるような、

ワークシートの改善が必要である。

またこちらが設定する課題が複雑すぎる

と、それを解決するための自分の考えが簡

単にまとめられなかったり、逆に課題が容

易すぎると、他者の考えとの差異が表れな

かったりすることがあるので、課題設定に

十分な考慮が必要である。

様々な生徒に対応できるようなワークシ

ートと課題設定が今後の課題である。
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指導実践事例② 

第３学年 技術・家庭科学習指導案 

１ 題材「迷路を抜けるプログラムの作成」 

技術分野 Ｄ 情報に関する技術 （３）プログラムによる計測・制御 

２ 題材の目標 

（１）意欲的にプログラムを作成し、新しい発想を生み出し活用しようとする。 

【関心・意欲・態度】 

（２）目的や条件を明確にし、処理手順を比較・検討した上で最適な方法を見いだせる。 

【工夫・創造】 

（３）設計に基づき、目的を達成するプログラムを作成できる。 【技能】 

（４）計測・制御システムの構成と、情報処理の手順・知識を身に付ける。 【知識・理解】 

３ 評価規準 

  ア 生活や技術への  
関心・意欲・態度  

イ 生活を工夫し  
創造する能力  

ウ 生活の技能  エ 生活や技術に  
ついての知識・理解  

題材の 
評価規準 

情報に関する技術
に関わる倫理観を
身に付け、知的財産
を創造・活用しよう
としている。  

目的や条件に応
じて情報処理の
手順を工夫して
いる。  

簡単なプログ
ラムを作成で
きる。  

コンピュータを用い
た計測・制御の基本的
な仕組みについての
知識を身に付けてい
る。 

４ 指導観 

（１）内容観 
本内容は、計測・制御のためのプログラムの作成を通して、コンピュータを用いた計測・制

御の基本的な仕組みを知り、簡単なプログラムの作成ができるようにするとともに、情報処理

の手順を工夫する能力を育成することをねらいとしている。そのため、プログラムの命令語の

意味を覚えさせるよりも、課題の解決のために処理の手順を考えさせることに重点を置くなど、

コンピュータを用いた計測・制御に関する技術の目的を意識した実習となるよう指導する。

（２）生徒観 
携帯電話やパソコンなどの情報機器を日常的に利用している生徒は多いが、情報通信端末と

しての利用が大部分を占めている。コンピュータが組み込まれた製品を巧みに使いこなす一方

で、その過程に込められた計測・制御の技術は、日常生活で実感しにくく、計測・制御への興

味・関心は乏しいと言わざるを得ない。

（３）題材観 
計測・制御システムを体験的に学習するためライントレースカーを題材に、基礎課題「ライ

ントレースプログラム」、発展課題「迷路抜けプログラム」に取り組む。この学習は、課題を解

決させる手順やプログラムの作成手順として、アルゴリズムやプログラミングという考え方を

学習させることを重視する。本題材を通して、計測・制御システムの学習を深めるとともに、

課題を解決する能力の育成を目指す。
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５ 題材の指導計画と評価計画 （８時間扱い）       言語…言語活動 

指導項目 時
間  学習活動・内容 評価規準  評価方法  

生活の中に
ある制御  

１  ・コンピュータが組み込
まれている家庭電化
製品を考える。 

・コンピュータの働きを
分析する。  

・コンピュータが組み込まれて
いる電化製品の例があげら
れる。  【関１】  

・機器に組み込まれたコンピュ
ータが制御している例を説
明できる。  【知１】  

・コンピュータ制御の果たす役
割が説明できる。  【知２】  

観察  
ワークシート  
テスト 
 

計測制御   
システム  

１  ・人間の行動と判断を分
析する。 

・計測・制御システムと
人間の行動を比較す
る。 

・３つの機能を人の行動と対応
させようとしている。
 【関２】  

・センサの働きを説明できる。
 【知３】  

観察  
テスト 
 

処理の手順
と 
プログラム 

１  ・プログラムの役割を知
る。 

・情報処理の基本的な処
理手順を知る。 

・フローチャートを書
く。 

・プログラムの必要性や役割を
理解している。 【知４】  

・３つの処理手順を理解してい
る。 【知５】  

・身近な仕事の例をフローチャ
ートで書ける。 【技１】  

テスト  
ワークシート  

プログラム
を利用した
制御①  
～ライン  
トレース  
プログラム

～  

２  ・ライントレースに必要
な処理手順を考える。  

・フローチャートを書
き、プログラムを作成
する。  

・効率的な処理方法を検
討し改善する。言語 

・ライントレースカーの動作を
考え、フローチャートで書け
る。 【技２】  

・ライントレースのプログラム
を作成できる。 【技３】  

・プログラムを工夫し、コース
を早く走らせることができ
る。 【工１】  

観察  
ワークシート  
プログラム  

プログラム
を利用した
制御②  
～迷路抜け 
プログラム

～  
本時３／３   

３  ・迷路をクリアする方法
を考える。  

・状況を整理し、フロー
チャートを書く。  

・プログラムを作成す
る。 

・効率的な処理方法を検
討し改善する。 

・様々な条件から、最適
なプログラムを検討
する。言語 

・プログラムをより良いものに
しようと積極的に取り組む。
 【関３】  

・迷路を抜ける動作を考え、フ
ローチャートで書ける。
 【技４】  

・迷路を抜けるプログラムを作
成できる。  【技５】  

・プログラムを工夫し、より少
ないステップで迷路を抜け
ることができる。  【工２】  

・条件から、最適なプログラム
を見いだせる。 【工３】  

観察  
ワークシート  
プログラム  

６ 研究主題との関わり 

目標を達成するプログラムを作成するためには、状況を適切に判断し、処理を行う手順が必

要である。プログラムの作成を通して、計測制御を体験的に学習する本題材では、自らの思考

を整理し、アイデアを他者に表現するフローチャートが重要な要素である。そこで、プログラ

ムに取り組む全ての課題でフローチャートを作成することとした。このフローチャートや図表

をもとに、話し合い活動を行うことで、解決に向けた思考や課題を他者と共有し、様々な視点

- 12 -



 

 

から解決への方策を得られる。また、課題を解決する処理手順は一つではなく、処理速度や修

正の容易さなど、重視する要件により最適な処理方法は異なる。そこで、思考やより良い処理

手順を検討する学習活動において、「比較・検討」「意見交換」「再度技術を活用」を設定し、体

験的な学習をもとに「目指す生徒の姿」に迫った。

７ 本時 

（１）本時の目標 様々な条件から、最適なプログラムを見いだせる。 【工夫・創造】 

（２）本時の展開  
時間 具体的な学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評価内容と方法  
導入 
５分 

○前時までを振り返り、処理方

法を確認する。

○本時の目標を知る。  

・代表的な３種類の処理方法  
  ①シーケンス制御のみ  
  ②シーケンス＋フィードバック制御  
  ③フィードバック制御のみ 

を確認する。

・プログラムが実際の自動車に搭

載可能なことを伝え、そこで用

いる最適な処理方法を考える

ことを伝える。 

 

展開 
３５分   

○「評価しよう」比較・検討  
・自動車に搭載するとき必要な

要素を考え発表する。  
・要素ごとに処理①～③を評価

し、ワークシートに記入す

る。 

・ワークシートを配布し、目的地

にたどり着く以外に必要な要

素を考えさせ、必要な理由とと

もに発表させる。 

 

○「最適な処理方法はどれだろ

う？」 
・自分が考える最適な処理方法

を考え、ワークシートに記入

する。  
意見交換  
・グループで集まり、意見を発

表する。 
・他者の意見をワークシートに

記入しながら、話し合いを進

める。

・意見の相違をまとめる。

・代表者が全体発表をする。  

「異なる処理方法が搭載された

自動車３種から、自分はどれを選

ぶか」  
・自分が求める要素から、処理方

法を考えさせ、具体的な理由も

含めて記入させる。

・選んだ処理方法が同じでも、理

由が異なることも考えられる

ので、理由を含めて意見交換さ

せる。

・意見の相違を強調する。 

 

○「最適な処理方法とは、なん

だろう？」  
・意見の相違を再確認し、整理

する。  

・考えた要素が制約条件であるこ

とを伝え、意見を再度整理させ

る。

 

【工３】  
・ワークシート  
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まとめ  
１０分   

再度技術の活用  
・再度、最適な処理方法を考え、

ワークシートに記入する。  
 
・自分の考える最適な処理方法

を発表する。  

・自分の意見が変わっても、変わ

らなくてもよいことを伝える。  
・その理由を、他者の意見と比較

させながら考えさせ、自分の意

見を再認識させる。

・「最適」と考える視点の違いを

強調する。  ○次回の予告  

８ 本時で使用したワークシート 

ワークシートの作

成意図は、次のとお

りである。  
 

① 製品の使用目的か

ら必要な要素を考

えさせ、これから

検討する視点を整

理できること。 
（※２） 

② 要素を処理ごとに

評価し、論点の共

通化が図れること。 
（※１・２）  

③ 自分の意見と他者

の意見を見比べ、

並列に考えられる

こと。  
（※３） 

④ 自分と他者の意見

を比較し、意見の

相違が明確にでき

ること。  
（※４） 

⑤ 自分の意見を再度

検討し、変化が記

入できること。 
（※５） 

 

※１  

※２  

※３  

※４  

※５  
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９ 成果と課題 

（１）生徒の変容  
（ア）討議の中で別の要素も必要であると考え、視点を追加している。  

 
（イ）意見は変わらなかったが、意見交換の中で別の視点に気付き、思考を深めている。 
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（ウ）考え方の違いを指摘し、製品に求める技術を再検証している。 

 
 

（エ）前時までの体験的な学習を基に、技術的な要素に触れ思考を深めている。  

 
 

（オ）討議する中で、意見が変化している。 

 
 

また、活動中の様子から、次のような生徒の姿を見取ることができた。

l 「自分の意見」と「友だちの意見」を具体的に記入することで、意見の相違を比較し整

理していた。  
l 他者の意見を聞くことで、要素を再認識し思考を深めていた。

l 話し合う中で新たな視点に気付き、必要な要素を新たに追加し議論を進めていた。

l どの要素も重要であるとの結論から、全てをバランスよく備える処理方法を検討してい

た。 
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（２）検証結果 
前時は、プログラムカート実習で作成したプログラムの処理方法について、指導者が視点を

与えて比較・検討させた。続く本時では、テーマを社会に流通させる製品に搭載するプログラ

ムとし、比較・検討する視点も考えさせた。視点としてあげられた項目は、前時を踏襲しつつ

も、本時のテーマに則したものに変化していた。この事から、スモールステップでの言語活動

を学習計画に位置付けることで、発展的なテーマであっても個々の思考に応じた学習を深めら

れることが実証できた。また、ワークシートの様式を思考過程が追えるようにしたことで、考

えを整理させつつ、スムーズな話し合いを展開することができた。

本教科では、技術的な視点をもち、それまでの体験的な学習に裏付けられた言語活動の展開

が肝要である。前時までの学習では、生徒の思考として、製作体験と当初の処理アイデアを重

視しており、「製作が容易なシーケンス制御が最適で、状況の変化に合わせてプログラムを変更

すればよい。」という意見が多くあった。検証授業では、「自分はこの処理方法で製作して、変

化に対応できないけど、簡単に作れるのでよいと思う」など、自らが製作したプログラムの動

作状況や製作の難易度について意見を交わすとともに、他者から「状況の変化にその場で対応

できなければ、安全性に問題がある」といった意見を聞くことで、思考の変化が見られた。こ

のことから、他者の意見を聞くことで、生徒個々が体験した学習の成果を共有することができ、

より広い視点で思考を深められることが確認できた。また生徒は、こうした意見交換をしたの

ち、学んだ技術を再度活用することで、計測制御技術を様々な視点から再検証することができ

た。

以上のように、自分の考えを伝え、様々な意見を交わしながら最適解を判断していることか

ら、本指導実践で「めざす生徒の姿」に迫ることができたと考えられる。

（３）課題  
一方、明らかとなった課題は、より生徒の思考に合わせたワークシート様式を検討するとと

もに、記入と話し合いの活動の時間をどのように配分するか、バランスを考慮した授業展開で

ある。「記入し思考を整理する」活動と、「話し合い他者の意見を取り入れる」活動がバランス

よく展開されなければ、比較・検討し思考を深める活動にならない。また検証授業では、プロ

グラムカートから、人が乗る自動車に搭載する最適な処理方法を考えさせたが、自動車所有の

有無や興味・関心の状況に留意し、生徒の生活実態に則したテーマを設定する必要がある。
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第 1 学年技術・家庭科学習指導案 

１ 題材 「ダイコンの育成」 

技術分野 Ｃ 生物育成に関する技術  
（２）生物育成に関する技術を利用した栽培又は飼育  

２ 題材の目標 

（１）生物育成に関する技術を適切に評価・活用しようとする。  【関心・意欲・態度】  
（２）目的や条件に応じて、作物の管理技術及び育成環境の管理技術を工夫している。  

【工夫・創造】 
（３） 目的のために生物育成に関する技術を実践できる。  【技能】 
（４） 生物育成に関する技術の知識を身に付ける。  【知識・理解】 

３ 評価規準 

 ア 生活や技術への 
関心・意欲・態度  

イ 生活を工夫し 
創造する能力  

ウ 生活の技能 エ 生活や技術に 
ついての知識・理解  

題材の  
評価規準  

生物育成に関する

技 術 を 適 切 に 評

価・活用しようと

している。 

目的や条件に応

じて、生物の育

成方法を工夫し

ている。 

生物育成に関す

る技術を実践で

きる。  

生物育成に関す

る技術の知識を

身に付けている。  

４ 指導観 

（１）内容観 
生物育成に関する技術は、私たちの生活を支える重要な技術である。その技術が生かされて

いるのは、食物の生産、燃料や材料となる資源の生産、生活環境の整備などである。つまり、

この技術を身に付け、評価・活用することは、日々の生活を支え、身の回りの環境を豊かにす

ることにつながる。

また、ものづくりを支える能力を育成する観点は、実践的・体験的な学習活動を通して、自

分の考えを整理し、発信するとともに、自分に必要な情報を捉え、適切に評価し活用する能力

と態度を身に付けていくことが大切であると考える。

しかし、生物であるため、その生育には非常に多くの要素が関わる。生徒の行った管理技術

だけではない要因で、良否の結果が出てしまうことも多い。例えば天候などの影響がそれにあ

たる。そこで、その結果となった原因を追究し、その中での最適解を判断させることもまた重

要であると考える。

（２）生徒観 
小学校から動物や植物を育成した経験は多くある。かん水などの管理作業にも慣れていて、

植物が育つことを楽しみにしている生徒が多い。しかし、学習の初期には、生物を育てること

を技術の学習として捉える意識は低い。また育成技術を評価し活用しようとする意識が低い生
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指導実践事例③ 



 

 

徒も多い。そこで、育成技術に目を向け、基礎的な知識を身に付け、適切に評価・活用しよう

とする意欲を高める必要がある。

また、話し合い活動の際には、話し合いの内容が課題からそれないよう、課題と視点を明確

に提示して、話し合いやすい状況をつくり出す必要がある。

（３）題材観 
ダイコンは、作物の中でも食生活で非常になじみのある食材である。しかし、その育成経験

はない生徒がほとんどである。育成期間は６０～９０日間と比較的短く、生育しやすい作物で

ある。また、育成方法も様々である。露地栽培だけでなく、容器栽培や、袋に土を入れて育成

する方法もある。本題材では市販の土嚢袋を使用して育成することで、露地栽培とはまた異な

る育成環境を工夫する意識をもたせることにつなげることができると考えた。しかし、特に秋

季には害虫による被害が出やすく、害虫予防・駆除の対策をとらないと枯れてしまう場合も少

なくないことに留意する必要がある。

主に食する根の部分が土中なので、その部分を育成中に目にすることがないことから、収穫

の喜びと落胆が大きいことも、育成技術を振り返る意識を強くもつことへ向けやすい。

５ 題材の指導計画と評価計画 （７時間扱い）     言語…言語活動 

指導項目 時
間  学習活動・内容 評価規準 評価方法  

生物育成と生
活 

１  ・生活の中で、生物育成によ
り支えられている部分を
考える。  

・食生活に関して生物育成の
技術が果たしている役割
を考えようとしている。 

【関１】   
・食生活に関して生物育成の

技術が果たしている役割
を理解している。 【知１】  

振り返り
シート 
筆記試験

（後日）  

育成条件・育成
計画 

１  ・育成の条件を知り、育成計
画を立てる。  

・適切な育成計画を立てるこ
とができる。  

【技１】   

育成計画
表 

育成環境と管
理方法 

３  ・育成環境を管理する技術を
理解し、管理する。
袋の設置、土づくり、かん
水、除草、害虫防除  

・ダイコンを管理する技術を
理解し、管理する。
種まき、間引き、収穫  

・改善会議を行い、行った技
術が適切であったか振り

返る。  

・育成環境を管理する技術を
理解している。  【知２】  

・育成環境を管理する技術を
行うことができる。   

【技２】   
・ダイコンを管理する技術を
理解している。  【知３】  

・ダイコンを管理する技術を
行うことができる。  

【技３】   

筆記試験
（後日）  
観察 

生物育成技術
の評価と活用  
本時  

１  ・ダイコンの育成を振り返
り、行った育成技術が適切
であったか判断する。

・再度、育成計画を立て、同

条件で最適な育成技術を
選ぶ。言語  

・話し合い活動を通して、生
育状態に応じたよりよい
育成技術を適切に見いだ
している。   【工１】  

育成計画
表 
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育成技術の役
割や影響  

１  ・我が国と世界の生物育成状
況を知り、課題を考える。  

・生物育成の状況について、
課題を考えようとしてい
る。       【関２】  

振り返り
シート 

６ 研究主題との関わり 

ダイコン育成の目標を達成するためには、生物育成技術の基礎知識を理解し、基本的な技能

を身に付け、技術を適切に評価・活用することが必要である。

本題材では、まず生物育成技術の基礎知識を理解させる。そして、育成計画を立て育成の管

理技術を実践することで生物育成技術への理解を深める。更に２回の育成改善会議を設けるこ

とで、育成技術を適切に評価・活用しようとする意識を高める。

収穫し、作物の育成を終えた時点で仮説にもとづく言語活動を行う。育成全体を通して班が

行った育成技術が適切であったか振り返り、自分の考えをまとめる。その上で発表により他者

や他班の考えを聞き、自分の考えを再検討する。そして、もう一度同じ条件でダイコン育成を

行うことを仮定して育成計画表をつくり直す。

ダイコン育成という体験的な学習を基にした話し合い活動を行うことで、より適切な育成技

術についての実践的な思考力、判断力、表現力が高まり、育成技術を適切に評価し、主体的に

活用する力が身に付くと考えた。

７ 本時 

（１）本時の目標  
・話し合い活動を通して、ダイコンの生育状態に応じたよりよい育成技術を適切に見いだし

ている。                       【工夫・創造】 
（２）本時の展開  

時間 学習活動 指導上の留意点・配慮事項 評価内容と方法 
導入 
５分 

○本題材の本時までの学習
内容を振り返る。

○本時の目標を知る。

「条件に合った、適切な育成
技術を判断しよう」  

・画像を見せ、ダイコンの生
育に応じて取り組んできた
作業を振り返らせる。  

 

展開１   
１０分   

○「振り返ろう」 
各班において、日常管理

と追肥等を振り返り、生育
状態に応じた育成技術を

使えたか考察し、どの技術
を使うべきだったか班で
話し合い、互いの意見を比
較し、まとめる。 

・話し合いの内容 
 ＊かん水、害虫防除の適否 
 ＊追肥の適否  
 ＊間引きの適否 

害虫については、葉だけで
なく茎や根にも入り込むこ
とを復習する。 

 

展開２   
１０分   

○「比べよう」  
 多くの班で見られた害
虫被害を防ぐ方法を比較
する。 比較・検討  

○害虫防除の方法を①見つけ
たら取りのぞく、②薬品を
使用する、③防虫ネットを
使用する、の３つに絞り、

安全性、効果、経済性、の

 

- 20 -



 

 

３つの視点を軸に比較す
る。 

展開３   
５分 

 

○「考えよう」 
・最も条件に適した害虫防

除技術はどれか考え、ワ

ークシート①に記入す
る。 

 ・他者の意見を聞く。ワー

クシート②に記入する。

意見交換  

 ・他者の意見を聞いて、考
え直す。ワークシート③
に記入する。  

・必ず、判断した理由も記入
させる。

・異なる判断と考えの生徒数
名の意見を聞く。

 

【工１】 
ワークシート 

展開４   
１０分   

○「活用しよう」 
最も適した技術を用い

て、育成計画を立て直す。  
再度技術の活用  

・もう一度、同じ条件でダイ
コン育成をすると仮定して
計画を立てさせる。  

 

まとめ  
５分 

○育成計画を発表する。
○次回の予告 

・変容の見られた数人に絞り、
要点だけ発表させる。  

 

８ 本時で使用したワークシート 

育成計画表と生育状況、振り返り会議の内

容を並列に記入する様式で、時系列で比較し

やすくした。

①育成計画として、行うべき作業を書くこと

ができること。         （※１） 

②作戦会議で話し合った内容を書くことがで

きること。           （※２） 

③「改善会議」により改善してきた技術に対

して自分の考えを記入できること。（※３） 

④自分の考えと他者の考えを比較し、まとめ

ることができること。      （※４） 

⑤自分の考えを再度検討し、最適な考えを記

入できること。        （※５） 
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９ 成果と課題 

（１）生徒の変容（害虫防除の方法についての思考・判断） 

Ａさん 

「見つけたら取りのぞく」

案であったが、防虫ネット

は防虫効果が高いという意

見を聞き、「見つけたら取り

のぞく」案と「防虫ネット」

案を組み合わせた方法がよ

いと判断した。思考を深化

させた例と言える。

 

 

Ｂさん 

確実性を重視し「薬品を使

用する」案であった。「防虫

ネット」と「取りのぞく」

案も安全面で優れているが、

経済性を理由に「薬品」案

と判断した。判断理由を複

数の視点から検討し直して、

最終的に同じ判断であった。

これも思考が深化した例と

言える。 

 

Ｃさん 

３つの視点から長短を考え

「薬品」案であったが、安

全面と経済面、そして作業

の方法を考え直して「防虫

ネット」案と判断した。視

点の軸は変わらず、再検証

をすることで判断が変化し

た例である。
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（２）検証結果 

自らが実践している育成技術に対する育

成改善会議を２回行うことで、育成技術につ

いての関心を高め、評価しようとする意欲を

もたせることができた。収穫後の振り返りだ

けでなく、育成期間中にも育成技術への意識

を向けることが、技術の適切な評価へとつな

がった。

実際に行ったダイコン収穫直後の授業で

話し合いをすることで、非常に活発な授業に

なった。体験的な学習活動を基にした話し合いが、学習意欲を高めたと言える。具体的に収穫

重量という数字で育成の結果が表れることで育成技術への関心が高まった上に、実践的な思

考・判断・表現が具現化された。

思考場面では、比較する視点を３つに絞り、思考の軸をしっかりもたせたことが有効であっ

た。思考・判断させる学習活動では、視点を明確にし、判断の軸を意識させることが大切であ

ると確認できた。視点が明確にされない話し合いは、どこに判断の基準を置くか混乱したり、

話し合いの方向が定まらなかったり、個人の好みが判断理由となる可能性がある。技術の評価

をさせるのであるから、その視点も技術を軸としたものであるべきである。 

判断する場面では３つの選択肢から１つを選

ぶ生徒が多かったが、「防虫ネットを使い、入り込

んだ害虫は取り除く」等、選択肢を複数組み合わ

せた判断も少なくなかった。基礎知識を活用する

態度が強く表れた例だといえる。

他者の意見を聞く前後で判断が変わらない生

徒でも、その理由をより強く見直すことができて

いた。「△△だから②がいいと考え直したけど、□

□だからやっぱり①がいいと考えた」などの記述

である。最終的な判断に変化がなくても、思考の

深化があったといえる。 

（３）課題 

生物育成の内容においては、天候等の環境が生育に影響する場合が多い。生育状況が、育成

技術による影響なのか、他の環境からの影響なのかを見極める知識も必要である。つまり、生

育と育成技術に関わる基礎知識の習得が非常に重要である。基礎知識が不足している状態では

思考が深まらず、適切ではない判断をする可能性が高い。限られた授業時数の中で、基礎知識

と技術の習得をいかに充実させるかが、課題である。
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Ⅶ 研究の成果と課題 

本研究部会では、研究テーマや仮説を設定するにあたり、各研究員のこれまでの経験を基に、

生徒の実態や問題点を把握し、学習指導要領の目標も踏まえ、これからの授業展開の工夫や技

術・家庭科（技術分野）教育の在り方について理解を深めてきた。

そこで本研究部会では「ものづくりを支える能力を育むための言語活動を重視した指導法の

工夫」と主題を設定した。技術の習得、活用、探求といかなる場面にも言語活動を導入するこ

とにより、技術を主体的に評価し、主体的に活用できる生徒を育成できるという考えを基に仮

説を設定し、それに基づき検証授業を実施した。その研究の成果と課題は、以下のとおりであ

る。

（１）研究の成果 

検証授業の指導計画に、言語活動を重視した共通事項の指導ポイントとなる場面「実践に基

づいた『比較・検討』」、「他者の意見を聞く『意見交換』」、「再度技術の活用」を設定し、

意図的、計画的な指導を図った。

このことにより、技術的視点をもたせ、比較する視点を明確にすることで、個々の思考に応

じた学習が深められることが確認された。また、他者からの意見を聞くことで、個々の学習成

果を共有でき、より広い視野をもち、最終的な判断が変わらなかったとしても、心の変容と思

考を深められ、最適解を判断できることが確認できた。

（２）今後の課題 

生徒の実態に則し、興味・関心を喚起させることができる教材やテーマを設定することが必

要である。そして個々の思考を簡単にまとめられるワークシートを検討していくとともに、個々

の思考を記入する時間と話し合い活動の時間とのバランスを考慮した授業展開をしていく必要

がある。

 そして何よりも基礎的・基本的な知識や技能の習得が重要である。基礎的・基本的な知識や

技能の習得が不十分の状態では主体的に判断に至らない。いかに知識や技能の習得を充実させ

るかが課題である。

 本教科は実践的・体験的な学習を通して知識や技能の習得を目指す教科である。限られた少

ない授業時数の中で、いかに効果的に言語活動を導入することができるかについてもこれから

の課題である。

 また、本研究部会では、言語活動の導入において、習得、活用の二つの学習活動については

検証ができた。しかし、探求においてはこれからの課題であり、目指す生徒像により近付ける

ためには一層の研究が必要である。
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